
令和７年度学校評価アンケートの結果について 

 

 令和７年度の学校評価アンケートの集計結果をお知らせいたします。アンケートの結果を貴重な意見と

捉え、次年度の学校経営、教育活動の計画に生かしてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

【４：そう思う ３：どちらかと言えばそう思う ２：どちらかと言えばそう思わない １：そう思わない】 ※4段階評価での平均算出 

 評 価 観 点 児童 保護者 教職員 平均値 

① 楽しく学校に通っている。 3.6 3.6 3.4 3.5 

② 進んで学習に取り組んでいる。 3.5 3.1 3.0 3.2 

③ 毎日の学習がわかる。 3.4 3.1 3.0 3.2 

④ 進んで読書をしている。 3.0 2.7 3.0 2.9 

⑤ 忘れ物に気をつけて、学習の準備をしている。 3.4 2.8 2.8 3.0 

⑥ 礼儀正しく行動しあいさつを進んでしている。 3.4 3.0 3.0 3.1 

⑦ 友達を思いやり、なかよく生活している。 3.7 3.4 3.2 3.4 

⑧ 
係、委員会の仕事など いろいろなことにチャレンジし、 

進んで取り組んでいる。 
3.2 3.2 3.4 3.3 

⑨ そうじはだまって、進んで行い、きれいにできる。 3.２ 2.5 2.6 2.8 

⑩ 給食は好き嫌いをしないで食べる。 3.3 2.8 3.０ 3.0 

⑪ 進んで、体育の学習や運動に取り組んでいる。 3.6 3.3 3.5 3.5 

⑫ 先生は、わかりやすく勉強を教えてくれる。 3.8 3.2  3.5 

⑬ 困ったことがあったとき、先生が相談にのってくれる。 3.7 3.1 3.7 3.5 

⑭ 
友達はわからないことを教えてくれたり手伝ってくれたり、 

やさしく親切にしてくれる。 
3.７ 3.3 3.6 3.5 

⑮ 宿題などの家庭学習に取り組んでいる。 3.6 3.1 3.2 3.3 

⑯ 手紙や連絡帳を、家の人に必ず見せている。 3.4 3.4 3.0 3.3 

⑰ 学校は、安全で清潔である。 3.6 3.3 3.4 3.4 

⑱ おゆみ野の町はすてきだなと思う。 3.5 3.3  3.4 

 平 均 値 3.5 3.1 3.2 3.3 

 

 

 

 

 

 

 

 



【考察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の方から】  

 ○２年生の子どもが、週１回の６時間授業を最初は不安に思っていたものの、実際に始まってみる 

と授業がとても楽しいと感じているようです。 

○集団環境の中で、問題なく過ごせているか心配になります。 

○高学年になり、悩みはあるようです。 

  →ご心配なことは、学校へご遠慮なくご相談ください。 

○保護者の学校ボランティアについてです。お手伝いさせていただき、とても楽しかったです。先 

生方の負担にならない程度で構わないので、もっと募集があればな、と思います。 

  →ありがとうございます。来年度はより回数を増やしたいと思います。 

○校庭にせっかくバスケットゴールがあるのに、使えないのが残念です。 

 →校庭にバスケットゴールを１基設置予定です。 

○給食当番の白衣の柔軟剤の匂いがとても強いのが気になります。給食のいいにおいがわからない

のではないかと思うし、匂いがあまりに強いので具合が悪くならないか心配です。 

  →香りの感じ方には個人差があります。そのため、白衣は柔軟剤を使用せずに洗濯いただく

か、使用量を控える、強い香りの物を避ける等、ご配慮をお願いします。   

○６年生の農山村留学がなくなってしまったのは残念です。 

 →千葉市一斉で修学旅行となりました。修学旅行のよさを生かせるよう工夫してまいります。 

○献立表や学年だよりは紙で出して欲しいです。 

 →「すぐーる」だと、どこでも確認できるよさがあります。必要に応じて印刷ください。 

例年、全体の平均値が、児童の評価が高めで、職員、保護者は低めである。昨年度と同様に、①「楽し

く学校に通っている」、⑦「友達を思いやり、なかよく生活している」、⑪「進んで、体育の学習や運動に

取り組んでいる。」⑫「先生は、わかりやすく勉強を教えてくれる」、⑬「困ったときに先生が相談にのっ

てくれる」⑭「友達はわからないことを教えてくれたり手伝ってくれたり、やさしく親切にしてくれる」

の項目が高い。多くの児童は、友達関係が良好で、教職員に対し授業面や関わりの面で、親しみを感じて

くれていることがわかる。 

課題としては、④「進んで読書をしている」⑨「そうじはだまって、進んで行い、きれいにできる」が

上げられる。「読書」は保護者の数値が特に低い。学校での読書指導が家庭での読書習慣に結び付いてい

ないことがうかがえる。また、「清掃」は保護者・教職員の数値と児童の数値に乖離があり、教職員が具

体的な掃除の仕方等を指導する必要があると考える。 

また、⑰「学校は、安全で清潔である。」の数値が高い。特に児童の数値が高く、学校を安全な居場所

として認識しており、教職員をより一層の安全への意識向上を図っていきたい。また、⑱「おゆみ野の町

はすてきだなと思う」については、多くの児童が自分たちの住んでいる町を好きだと思っている。昨年度

に引き続き、総合的な学習の時間と社会科や生活科に焦点をあて、「地域から学び、地域を誇る『泉谷ア

イデンティティ』の育成～おゆみ野のまちとホタルの学習を通して～」という研究テーマをもとに、職員

で研修に取り組んだ。町たんけんやホタル学習、貝塚や地域の方からお話を伺う等、学年に応じた学習内

容を精査・実施したことで、改めておゆみ野の良さを実感できた児童が多かったと考える。 


